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2013年3月末日を以て定年退職 される。東京都立大に助教授 として着任 されたのは
1995年のことで、中国語中国文学教室(以 下中文教室と略す)に 所属 し朝鮮語教育
を担当された。さらに、都立大か ら首都大東京への改組が実施 された2005年以降は、
社会人類学教室(以 下社人教室 と略す)へ の転属を快 く引 き受けてくださり、朝鮮語
とともに、エスニ ック研究を主なテーマ として同教室の学部生 ・大学院生の教育研究
指導にも従事された。ここで付言 してお くと、鄭先生の社人教室転属の背景には、中
文教室と社人教室との八雲時代に遡る交流があった。両教室は、教授会では長年同じ












国語科 目」という用語使用がそれぞれ 「言語教育」、「言語科 目」に改め られたことで
ある。今や 「国文学」といわず 「日本文学」と呼ぶのが標準となっているように、自
















君の猜介な性格は家族の社会的孤立化 を招 き、少年時代 には大変な生活を強いられた





いえば、民族組織 も在 日論 も在 日に関心 を寄せてはいなかった、この時代 に存在し
たどのような在 日論を読んでも、そこには在 日二世たちが必要としているものに応
えようとする言説がないのである。」(前掲書、pp.89-90)
鄭先生はその当時のご自分を振 り返ってご自分 を 「アイデンティティの求道者」で
あったと述べ られる。 しかし、その当時多 くの在 日青年たちが加わっていた民族組織
は、南北に分裂した朝鮮半島の政治状況に関わる問題設定の枠組み内においてしか「在















あ り、それらを通じて、ご自分の生 きる世界 をぐんぐんと拡大させてい く。たとえば、







明大学校で 日本語教育 について教鞭をとられている。そしてこの長期のフィール ド
ワークともいえる生活体験が鄭先生のもつ韓国像を鍛え直していくことになる。鄭先
生は、1980年代 には 「在 日論」の執筆にとりかかってお られたといわれるが、それ
らが著書 としてまとめられるのは、 とりわけ1995年に東京都立大学に赴任 されて以
降のことである。とくに、都立大中文教室に属した10年間に7冊 というハイペース
でご著書を世に問われたことは、私たちに鮮烈な印象を残 している。





最後に、ある授業中でのエピソー ドを紹介 したい。鄭先生はあるとき論文指導ゼ ミ
の席上、院生たちに向かってこう発言された。
「キ ミたちは何 に対 して怒 りがあるか。私は怒 りを糧 としていつも論文を書いてきた
んだよ。」 鄭先生がここで言われる怒 りとは、感情的な怒 りというよりも、激しくも
静かな怒 りである。その怒 りは批判力のエネルギーであ り、とりわけ、まやかしと思
われる言説に向けられる。その矛先は、北朝鮮の抑圧的な体制を 「楽園」として美化
し、あるいは支持 した 「進歩的知識人」に対 して、あるいは、強制連行や被害者であ
ることを強調する在 日像に対 して向けられる。 こうした歯に衣を着せぬ批判は、とき
に大 きな反響 と抵抗 とを呼び起こしたと察するが、先生はそれにひるむことは微塵た
りともない。最後に、曖昧模糊 とした言説を許 さない鄭先生の鋭い筆法が、退職後に
おいて もつねにご健在であることを祈 りつつ、ペ ンを置 きます。
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「韓 国の反 日主義 について」栗 原彬編 『現代世界 の差別構 造』 弘文堂1997年
``NationalizationandNaturalization:PracticeandProcessofKoreanIncorporation
ofJapaneseCulture"THEJOURNALOFPACIFICASIA,vol.4,1997
「新 たな 『日韓摩擦』へ の予感」 『論座』1997年8月号
「倭色 の領域一 韓 国 にお ける 日本文化受容 の方法 と過程 」五十嵐 暁郎 編 『変容す る
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